
＝
判
例
評
釈
＝
 
 

選
定
し
た
評
価
方
法
に
よ
ら
な
い
で
評
価
し
、
 
 

法
定
評
価
方
法
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
 
 

海
外
旅
行
費
用
の
企
業
負
担
金
の
性
格
他
1
件
 
 

法
人
自
ら
主
張
す
る
こ
と
の
当
否
及
び
従
業
員
の
 
 
 

京
都
地
裁
昭
和
六
一
年
八
月
八
日
判
決
（
双
方
控
訴
中
）
 
 
 

昭
和
五
九
年
（
行
り
）
第
一
七
号
 
法
人
税
更
正
処
分
等
取
消
請
求
事
件
 
 
 

判
例
時
報
一
二
〇
八
号
七
七
頁
、
シ
ュ
ト
イ
エ
ル
二
九
四
号
一
四
頁
 
 

井
 
上
 
喜
 
好
 
 

（
摘
静
銀
雛
撃
 
 
 



は
 
じ
 
め
 
に
 
 

昭
和
六
一
年
八
月
九
日
の
全
国
新
聞
紙
朝
刊
の
社
会
面
は
、
従
業
員
に
よ
る
香
港
旅
行
で
会
社
が
負
担
し
た
二
万
円
を
給
与
に
加
算
し
 
 

た
税
務
署
の
処
理
が
京
都
地
裁
の
判
決
で
「
不
相
当
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
派
手
に
報
じ
た
。
そ
の
後
、
税
の
月
刊
専
門
誌
上
で
い
く
つ
か
 
 

（
1
）
 
 

の
判
例
評
釈
が
行
わ
れ
た
。
 
 
 

昭
和
六
二
年
二
月
、
租
税
判
例
研
究
会
の
発
表
者
に
指
名
さ
れ
た
機
会
に
判
決
文
を
改
め
て
読
み
返
し
て
み
て
、
従
業
員
に
対
す
る
経
 
 

済
的
利
益
の
供
与
は
何
を
条
件
に
課
税
さ
れ
又
は
非
課
税
と
な
る
の
か
、
福
利
厚
生
費
と
は
何
か
と
改
め
て
問
い
直
さ
れ
た
こ
と
の
他
 
 

に
、
従
来
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
、
太
判
決
は
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
七
 
 

と
、
む
し
ろ
後
者
の
方
が
、
我
々
税
務
の
執
行
に
携
わ
っ
、
て
い
る
老
に
と
っ
て
は
、
影
響
が
大
き
い
の
で
は
▼
な
い
か
と
感
じ
た
。
 
 
 

そ
こ
で
、
双
方
が
控
訴
中
の
事
案
で
あ
る
が
、
軸
例
研
究
会
に
お
い
て
発
表
し
た
要
旨
及
び
月
刊
「
税
理
」
に
掲
載
し
た
が
紙
面
の
都
 
 

（
2
）
 
 

合
上
趣
く
要
旨
の
み
に
留
ま
っ
た
判
例
研
究
を
基
に
部
内
用
に
多
少
論
旨
を
明
確
に
し
た
と
こ
ろ
で
評
釈
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

な
お
、
本
稿
は
税
大
論
叢
第
十
八
号
の
た
め
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
編
集
の
都
合
に
よ
り
次
号
送
り
と
な
っ
た
た
め
、
評
釈
と
し
 
 

て
は
時
期
が
遅
く
な
り
∴
」
の
間
控
訴
審
判
決
も
出
た
の
で
、
補
足
と
し
て
控
訴
審
判
決
に
も
論
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

Ⅰ
 
事
案
の
蘭
要
 
 
 

原
告
Ⅹ
は
電
子
部
品
製
造
を
業
と
す
る
青
色
申
告
法
人
で
あ
る
。
被
告
Y
税
務
署
長
は
、
Ⅹ
の
．
本
件
係
争
年
度
で
あ
る
昭
和
五
四
年
四
 
 

月
一
日
か
ら
昭
和
五
五
年
三
月
二
一
日
ま
で
の
事
業
年
度
（
以
下
「
±
ハ
期
」
と
い
う
。
）
及
び
昭
和
五
五
年
四
月
一
計
か
ら
昭
和
五
不
 
 

二
七
五
 
 
 



二
七
六
 
 
 

年
三
月
三
一
日
ま
で
の
事
業
年
度
（
以
下
「
一
七
期
」
と
い
う
。
）
 
の
法
人
税
確
定
申
告
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
認
定
し
て
更
正
処
分
 
 

及
び
過
小
申
告
加
算
税
を
賦
課
決
定
を
し
、
昭
和
五
五
年
三
月
か
ら
昭
和
五
七
年
上
▼
○
月
ま
で
の
源
泉
所
得
税
の
納
税
告
知
処
分
及
び
不
 
 

納
付
加
算
税
賦
課
決
溝
処
分
を
し
た
。
 
 
 

本
件
処
分
に
関
す
る
基
礎
的
事
実
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

一
も
え
ぎ
全
開
係
の
支
出
 
 

Ⅹ
は
、
Ⅹ
の
役
員
及
び
従
業
員
で
構
成
さ
れ
る
」
 
「
も
え
ぎ
会
（
以
下
「
M
会
」
と
い
う
。
）
 
に
そ
の
費
用
の
四
分
の
三
を
支
出
し
て
 
 

い
た
が
、
Ⅹ
は
支
出
の
時
点
で
こ
れ
を
法
人
の
所
得
の
計
算
上
換
金
の
額
に
算
入
し
て
い
た
。
 
 
 

Y
は
、
①
M
会
が
一
六
期
末
及
び
一
七
期
末
に
お
い
七
、
兼
だ
支
出
し
て
い
な
い
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
金
額
の
損
金
算
入
を
否
 
 

認
し
、
②
M
会
か
ら
Ⅹ
の
役
員
三
名
に
対
す
る
バ
カ
ン
ス
表
彰
金
、
代
表
取
瀞
役
に
対
す
る
外
国
旅
行
費
用
と
し
て
の
各
支
出
の
四
分
の
 
 

三
に
当
る
額
を
当
該
役
員
に
対
す
る
賞
与
と
認
定
し
、
③
M
会
か
ら
の
従
業
員
に
対
す
る
バ
カ
ン
ス
表
彰
金
の
支
出
の
一
部
を
給
与
と
認
 
 

定
し
た
。
 
 

二
 
サ
ー
マ
ル
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
期
末
棚
卸
資
産
の
評
価
 
 

Ⅹ
は
本
件
係
争
年
度
の
時
点
で
は
、
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
と
し
て
原
価
法
で
あ
る
総
平
均
法
を
選
定
し
て
届
け
出
て
い
た
が
、
一
七
 
 

期
の
法
人
税
確
定
申
告
に
お
い
て
は
、
サ
ー
マ
ル
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
 
（
以
下
「
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
」
と
い
う
。
）
 
の
製
品
及
び
仕
掛
品
の
 
 

期
末
の
棚
卸
額
を
、
同
期
末
直
前
二
か
月
間
の
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
総
製
造
費
用
の
額
を
同
期
間
中
の
総
製
造
数
量
で
除
し
た
額
を
基
準
 
 
 



一
Ⅹ
の
主
張
 
 

U
 
M
会
関
係
の
支
出
 
 
 

①
M
会
の
業
務
の
主
要
な
も
の
は
、
バ
カ
ン
ス
表
彰
金
制
度
の
運
営
、
運
動
会
の
開
催
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
運
営
等
で
あ
る
。
②
M
会
は
 
 

各
営
業
所
か
ら
委
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
従
業
員
ら
が
自
主
的
に
運
営
し
て
お
り
1
 
Ⅹ
は
会
の
遂
行
に
は
参
画
し
て
い
な
か
っ
た
。
③
Ⅹ
 
 

の
代
表
者
A
及
び
取
締
役
が
M
会
の
会
嵩
の
構
成
員
で
あ
っ
た
こ
と
ほ
な
い
。
④
あ
る
従
業
員
に
表
彰
金
を
支
給
す
る
か
否
か
、
休
暇
を
 
 

ど
の
時
点
で
与
え
る
か
ど
う
か
等
は
、
M
会
に
お
い
て
判
断
し
て
い
た
。
⑤
Ⅹ
は
M
会
に
対
し
従
業
員
の
勤
務
状
況
に
関
す
る
資
料
埴
供
 
 

二
七
七
 
 
 

と
し
て
算
定
す
る
方
法
で
、
二
、
七
一
八
万
二
八
五
〇
円
と
評
価
し
た
の
に
対
し
て
、
′
Y
は
、
一
七
期
の
法
人
税
の
更
正
処
分
に
お
い
 
 

て
、
事
業
年
度
を
通
し
た
（
以
下
「
適
期
」
と
い
う
。
）
総
平
均
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
四
、
七
三
九
万
四
七
七
〇
円
と
評
価
し
た
。
 
 

三
 
従
業
員
の
香
港
旅
行
費
用
の
一
部
負
担
 
 

Ⅹ
は
、
昭
和
五
六
年
一
二
月
に
従
業
員
一
七
一
名
が
二
泊
三
日
の
香
港
旅
行
を
す
る
の
に
際
し
、
一
人
当
た
り
の
費
用
七
万
七
五
〇
〇
 
 

円
の
う
ち
二
万
円
宛
の
計
三
四
二
万
円
を
負
捜
し
て
支
出
し
た
。
Y
は
、
こ
れ
を
Ⅹ
か
ら
旅
行
に
参
加
し
た
従
業
員
に
対
す
る
給
与
の
支
 
 

払
い
で
あ
っ
て
、
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
判
断
し
、
源
泉
所
得
税
の
徴
収
決
定
を
行
っ
た
。
 
 
 

Ⅹ
は
、
Y
の
右
の
各
処
分
を
不
服
と
し
、
不
服
申
立
手
続
を
経
て
か
ら
、
処
分
の
取
消
し
を
求
め
て
本
訴
に
及
ん
だ
も
の
で
一
あ
る
。
 

丑
 
当
事
者
の
主
張
 
 



二
七
八
 
 
 

を
す
る
等
の
形
で
関
与
す
る
に
留
ま
っ
て
い
た
。
 
 
 

よ
っ
て
、
M
会
の
成
立
の
趣
旨
、
運
営
状
況
に
照
ら
し
、
M
会
は
独
立
し
た
福
利
厚
生
団
体
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ⅹ
が
M
会
に
支
 
 

出
し
た
金
員
は
法
人
税
法
上
、
支
出
の
時
点
で
Ⅹ
の
換
金
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
Ⅹ
の
役
員
ら
に
支
給
さ
れ
た
バ
カ
ソ
ス
表
彰
 
 

金
、
外
国
旅
費
用
は
、
M
会
が
直
接
各
人
に
支
給
し
た
も
の
で
、
Ⅹ
が
支
給
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
Ⅹ
に
源
泉
徴
収
義
務
は
．
な
い
。
 
 
 

∽
 
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
期
末
評
価
 
 
 

①
Ⅹ
が
一
七
期
末
に
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
製
品
及
び
仕
掛
品
の
評
価
額
を
同
期
末
直
前
二
か
月
間
の
総
製
造
費
用
を
同
期
間
の
総
製
造
 
 

数
量
で
除
し
た
額
を
基
準
と
す
る
方
法
で
算
定
し
た
理
由
は
、
S
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
を
Ⅹ
が
製
造
を
開
始
し
て
三
年
目
の
本
件
係
争
年
度
 
 

に
お
い
て
も
、
試
作
品
、
改
良
品
、
新
製
品
の
開
発
が
激
し
く
、
特
に
事
業
年
度
前
半
の
費
用
負
也
が
過
大
で
あ
り
、
こ
れ
に
総
平
均
を
 
 

適
用
す
る
と
製
造
原
価
が
販
売
価
額
の
約
二
倍
に
も
及
び
、
一
七
期
に
売
上
利
益
が
過
大
に
計
上
さ
れ
、
翌
一
八
期
に
は
同
利
益
が
過
小
 
 

と
な
る
。
回
そ
の
た
め
、
期
末
二
か
月
間
は
生
産
が
此
較
的
安
定
し
、
期
末
在
庫
品
も
殆
ど
期
末
二
か
月
間
に
生
産
し
た
も
の
で
あ
る
の
 
 

で
前
述
の
評
価
方
法
を
上
っ
た
。
②
右
の
よ
う
な
特
殊
な
事
情
の
下
で
ほ
、
Ⅹ
の
用
い
た
評
価
方
法
も
総
平
均
法
と
し
て
容
認
さ
れ
る
べ
 
 

き
で
ぁ
る
。
③
破
り
に
、
 

二
九
条
一
項
、
 
同
法
施
行
令
（
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
三
一
条
一
項
の
親
定
に
ょ
乃
、
・
最
終
仕
入
原
価
法
で
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
 
 

な
ら
な
い
。
 
 
 

伺
 
従
業
員
が
行
っ
た
香
港
旅
行
費
用
の
l
部
負
担
 
 
 

①
本
件
香
港
旅
行
は
二
泊
三
日
で
一
人
当
り
七
万
七
五
〇
〇
円
の
費
用
の
う
ち
二
万
円
を
が
負
担
し
た
ゼ
け
セ
あ
る
。
②
慰
安
旅
行
に
 
 

お
い
七
、
従
業
員
の
得
た
経
済
的
利
益
が
非
課
税
と
な
る
の
か
ど
う
か
を
決
め
る
際
に
、
′
最
も
重
要
な
考
慮
要
素
ほ
、
そ
の
受
け
る
利
益
 
 
 



の
程
度
（
金
額
）
で
あ
り
、
そ
の
額
が
福
利
厚
生
費
と
し
て
一
般
に
認
め
ち
れ
る
程
度
の
額
で
あ
れ
ば
、
非
課
税
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
 
 

る
。
③
海
外
旅
行
者
の
数
も
増
大
し
て
お
り
、
旅
行
先
が
海
外
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
、
旗
税
利
益
と
す
る
の
ほ
相
当
 

収
義
務
が
あ
る
と
し
た
納
税
告
知
処
分
は
違
法
で
あ
る
。
 
 

二
 
Y
の
主
張
 
 

〓
 
M
会
関
係
の
支
出
 
 
 

①
M
会
の
運
営
資
金
は
Ⅹ
の
役
員
及
び
従
業
員
が
各
人
の
本
給
の
一
％
を
そ
れ
ぞ
れ
拠
出
し
、
Ⅹ
が
そ
の
三
倍
に
相
当
す
る
金
額
を
拠
 
 

出
し
て
い
る
。
Ⅹ
は
運
営
資
金
の
大
部
分
を
負
担
し
て
い
る
の
セ
、
向
会
が
Ⅹ
か
ら
独
立
し
∧
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
②
M
会
の
運
営
に
 
 

つ
い
て
、
S
X
の
経
理
、
総
務
等
を
統
括
す
る
役
員
B
は
庶
処
分
調
査
時
、
∴
Ⅹ
の
各
事
業
所
で
選
出
さ
れ
た
運
営
委
員
と
し
て
の
厚
生
委
 
 

員
が
、
運
営
委
員
会
を
開
催
し
て
運
営
し
て
い
る
旨
を
供
述
し
て
い
る
。
0
0
運
営
委
員
会
の
議
事
録
と
し
て
墟
出
さ
れ
た
全
社
厚
生
委
員
 
 

会
議
事
録
の
写
し
に
よ
る
と
、
そ
の
委
員
会
で
M
会
の
運
営
に
つ
い
て
会
議
が
行
わ
れ
て
い
た
。
㈹
そ
の
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
そ
の
席
に
 
 

Ⅹ
の
代
表
者
で
あ
る
A
及
び
役
員
B
が
Ⅹ
を
代
表
し
て
出
席
し
、
M
会
の
運
営
に
つ
い
て
指
導
的
な
発
言
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
Ⅹ
か
 
 

ら
M
が
独
立
し
て
い
る
と
は
い
′
い
が
た
い
′
。
③
M
会
は
バ
ヵ
ン
ス
制
度
に
お
い
て
、
会
長
で
あ
牒
Ⅹ
の
従
業
員
に
対
し
バ
カ
ン
ス
に
要
す
 
 

る
休
暇
を
与
え
る
が
、
そ
の
制
度
の
適
用
資
格
を
得
る
に
は
、
B
が
決
定
責
任
者
と
し
て
蘭
与
し
て
い
る
。
④
従
業
員
に
通
常
の
休
暇
以
 
 

外
の
休
暇
を
与
え
る
こ
と
は
、
使
用
者
の
意
思
を
離
れ
て
は
決
定
し
う
る
事
項
で
は
な
い
ぺ
従
っ
て
、
■
Ⅹ
は
M
套
の
運
営
に
参
画
し
て
い
 
 

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
 

以
上
の
と
お
り
、
M
会
は
Ⅹ
か
ら
独
立
し
た
別
個
の
団
体
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
M
会
の
損
益
の
う
ち
Ⅹ
の
負
担
部
分
 
 

二
七
九
 
 
 



二
八
〇
 
 

は
Ⅹ
の
扱
益
と
な
る
。
M
会
の
各
期
末
残
高
の
う
ち
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額
は
債
務
が
確
定
し
な
い
費
用
で
あ
り
、
Ⅹ
の
換
金
の
額
か
 
 

ら
除
か
れ
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
M
会
が
Ⅹ
の
役
員
に
支
給
し
た
バ
カ
ン
ス
表
彰
金
及
び
外
国
旅
行
費
用
の
う
ち
、
四
分
の
三
は
Ⅹ
が
支
 
 

給
L
た
も
の
で
、
こ
れ
は
法
三
五
条
四
項
の
役
員
賞
与
に
該
当
す
る
か
ら
、
Ⅹ
の
所
得
の
計
算
上
、
損
金
の
贋
に
算
入
さ
れ
な
い
。
ま
 
 

た
、
M
会
が
Ⅹ
の
従
業
員
に
支
給
し
た
バ
カ
ン
ス
表
彰
金
の
四
分
の
三
は
Ⅹ
が
支
給
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
臨
時
的
給
与
で
あ
る
か
 
 

ら
、
所
得
税
法
（
以
下
「
所
法
」
と
い
う
。
）
一
八
三
条
に
よ
り
、
Ⅹ
に
は
源
泉
所
得
税
が
賦
課
さ
れ
る
。
 
 
 

伺
 
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
期
末
棚
卸
資
産
評
価
 
 
 

①
Ⅹ
は
期
末
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
と
し
て
総
平
均
法
を
選
定
⊥
届
出
て
い
た
。
総
平
均
法
は
事
業
年
度
の
全
期
間
を
通
し
て
の
平
均
 
 

値
を
算
定
す
べ
き
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
Ⅹ
の
採
っ
た
期
末
直
前
二
か
月
に
よ
る
方
法
は
、
計
算
期
間
が
相
違
し
て
お
り
、
計
算
方
法
を
 
 

喪
っ
た
も
の
で
あ
る
。
②
Ⅹ
は
一
七
期
の
全
期
間
の
総
平
均
法
に
よ
り
評
価
し
た
資
料
を
有
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
Ⅹ
の
誤
り
を
 
 

是
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
③
令
三
一
条
一
項
に
よ
る
最
終
仕
入
原
価
に
よ
り
評
価
す
べ
き
場
合
に
は
該
当
し
な
い
。
 
 
 

伺
 
従
業
員
の
香
港
旅
行
費
用
の
一
部
負
担
 
 
 

①
本
件
香
港
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
当
時
の
従
業
員
数
は
約
四
五
〇
名
程
度
で
、
こ
の
中
旅
行
参
加
者
は
一
七
一
名
に
過
ぎ
ず
、
費
用
と
 
 

し
て
Ⅹ
は
一
人
当
り
二
万
円
を
負
担
し
た
だ
け
で
あ
る
。
②
本
来
、
従
業
員
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
慰
安
旅
行
は
原
則
的
に
従
業
 
 

員
全
員
が
等
し
く
参
加
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
全
員
参
加
に
近
い
形
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
③
本
件
香
港
旅
行
は
単
に
Y
の
従
業
 
 

員
の
内
の
〉
一
部
の
参
加
希
望
者
が
旅
行
費
用
の
大
部
分
を
自
己
負
担
し
て
参
加
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
社
内
の
慰
 
 

べ
き
で
は
な
く
、
慰
安
旅
行
と
し
て
の
海
外
旅
行
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
論
ず
べ
き
で
あ
る
。
⑤
従
業
員
の
慰
安
旅
行
 
 
 

安
旅
行
と
は
い
え
な
い
。
④
本
件
香
港
旅
行
ほ
、
単
な
る
個
人
の
海
外
旅
行
が
世
間
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
ど
う
か
と
同
一
次
元
で
論
ず
 
 



と
し
て
現
在
は
海
外
旅
行
が
一
般
化
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
 

よ
っ
て
、
旅
行
費
用
の
一
部
負
担
は
、
課
税
さ
れ
る
べ
き
給
与
に
当
り
、
Ⅹ
は
源
泉
徴
収
義
務
が
あ
り
、
納
税
告
知
処
分
は
適
法
で
あ
 
 

る
。
 
 Ⅱ

 
判
 
 
旨
 
 

一
 
光
全
開
係
支
出
 
 

①
M
会
は
、
そ
の
収
入
の
四
分
の
三
を
Ⅹ
に
依
存
し
て
い
る
が
、
会
の
組
織
に
関
す
る
規
約
を
持
た
ず
、
付
表
著
さ
え
定
め
ら
れ
て
い
 
 

な
い
状
況
で
あ
っ
て
、
そ
の
泰
業
は
Ⅹ
の
付
表
者
A
及
び
役
員
で
あ
る
B
が
出
席
し
た
会
議
で
相
談
の
う
え
決
定
さ
れ
て
い
た
。
費
用
の
 
 

大
部
分
が
支
出
さ
れ
る
バ
カ
ン
ス
制
度
は
、
も
と
も
と
、
原
告
が
直
接
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
す
る
休
暇
の
付
与
は
使
 
 

用
者
で
あ
る
Ⅹ
以
外
に
行
え
る
も
の
で
は
な
く
、
現
虻
Ⅹ
の
取
締
役
、
工
場
長
な
ど
が
決
定
責
任
者
と
し
て
、
休
暇
の
付
与
、
表
彰
金
支
 
 

給
の
決
定
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
M
会
ほ
Ⅹ
か
ら
独
立
し
た
野
体
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 

が
Ⅹ
の
従
業
員
に
支
給
し
た
バ
カ
ン
ス
表
彰
金
の
う
ち
四
分
の
三
に
当
る
三
、
八
一
一
万
四
〇
〇
円
は
所
得
税
法
上
、
Ⅹ
が
従
業
員
に
支
 
 

②
そ
う
す
る
と
、
Ⅹ
が
M
会
に
支
出
し
た
金
員
で
M
会
が
期
末
㌢
で
に
支
出
し
な
か
っ
た
一
六
期
分
の
一
二
ハ
七
九
万
四
〇
一
八
円
、
 
 

一
七
期
分
二
四
三
万
二
五
四
四
円
瞥
法
人
税
法
上
は
Ⅹ
の
同
期
間
中
に
支
出
し
た
経
費
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
M
会
が
 
 

期
中
に
Ⅹ
の
役
員
三
名
に
支
出
t
た
バ
カ
ン
ス
表
彰
金
及
び
海
外
旅
行
費
用
の
う
ち
四
分
の
三
に
当
る
二
〇
〇
万
六
二
五
〇
円
は
、
Ⅹ
が
 
 

役
員
に
支
給
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
人
税
法
上
は
賞
与
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
Ⅹ
の
経
費
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
更
に
M
会
 
 

二
八
一
 
 
 



t
一
八
二
 
 

給
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
格
は
給
与
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

二
 
プ
甘
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
期
末
棚
卸
登
産
の
評
価
 
 

①
Ⅹ
は
本
件
係
争
年
度
の
野
点
で
は
、
S
甜
卸
資
産
の
評
価
方
法
は
総
平
均
法
に
よ
る
原
価
を
選
定
し
て
届
出
て
い
た
が
、
㈹
Ⅹ
は
一
 
 

七
期
で
は
期
末
直
前
の
二
か
月
間
の
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
総
製
造
費
用
を
同
斯
間
中
の
総
製
造
数
量
で
除
し
た
額
を
基
準
と
し
て
算
定
す
 
 

る
方
法
で
、
二
、
七
二
八
万
二
八
互
○
円
と
評
価
し
た
。
M
施
行
令
二
八
条
一
項
一
号
こ
に
定
め
る
総
平
均
法
に
よ
れ
ば
、
右
の
棚
卸
資
 
 

産
の
評
価
額
は
四
、
七
三
九
万
四
七
七
〇
円
と
な
る
。
 
 

②
以
上
の
認
定
に
よ
り
、
Ⅹ
は
総
平
均
法
に
よ
る
こ
と
を
選
定
し
て
届
出
て
い
た
が
、
一
七
期
の
申
告
に
お
い
て
採
っ
た
方
法
は
明
ら
 
 

か
に
総
平
均
法
と
は
異
な
る
方
法
で
む
っ
て
、
Ⅹ
は
選
定
し
た
評
価
の
方
法
に
よ
り
評
価
し
な
か
っ
た
。
前
記
の
評
価
方
法
を
Ⅹ
は
意
識
 
 

的
に
潜
ん
で
お
り
へ
総
平
均
法
を
適
用
し
な
が
ら
そ
の
加
減
乗
除
を
誤
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
総
平
均
法
に
よ
り
評
価
し
た
 
 

と
は
い
え
な
い
。
七
っ
て
、
法
二
九
条
一
項
、
施
行
令
三
一
条
一
項
に
よ
り
最
終
仕
人
原
価
法
で
評
価
し
た
金
額
と
な
る
。
最
終
仕
入
原
 
 

価
法
に
よ
り
評
価
し
た
金
額
に
つ
い
て
、
Y
は
何
の
主
張
も
立
証
も
し
て
い
な
い
。
 
 
 

③
そ
う
す
る
と
、
Y
の
し
た
一
七
期
の
更
正
処
分
は
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
を
誤
り
、
所
得
金
額
を
二
、
〇
二
一
万
一
九
二
〇
円
過
大
 
 

に
認
定
し
た
。
 
 

三
 
従
業
員
の
香
港
旅
行
費
用
の
」
部
負
担
 
 
 

①
Ⅹ
は
十
人
替
り
打
診
尉
七
万
七
五
〇
〇
円
の
う
ち
二
方
円
を
負
担
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
額
は
当
時
の
企
業
負
担
で
従
業
員
の
慰
 
 
 



安
旅
行
と
し
で
「
般
に
行
わ
れ
て
い
た
一
．
泊
二
日
の
旅
行
費
用
と
同
程
度
で
あ
り
、
慰
安
旅
行
に
使
用
者
が
こ
の
程
度
の
額
を
負
担
す
る
 
 

こ
と
ほ
、
社
会
通
念
上
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
 
 

②
そ
の
う
え
、
こ
の
旅
行
は
自
己
負
担
も
あ
る
の
に
従
業
員
の
約
四
割
む
が
参
加
し
た
も
の
で
あ
り
、
行
先
は
近
い
と
は
い
え
外
国
で
 
 

あ
り
、
慣
れ
た
国
内
の
旅
行
に
比
し
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ソ
、
慰
安
と
し
て
効
果
ほ
大
で
、
勤
労
意
欲
を
高
め
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
と
い
え
 
 

る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
二
万
円
宛
の
旅
行
費
用
の
一
部
負
担
は
給
与
の
支
払
と
し
て
所
得
税
法
上
も
課
税
対
象
と
な
る
も
の
で
は
な
 
 

い
と
解
さ
れ
る
。
 
 
 

③
外
国
旅
行
は
、
昭
和
五
六
年
当
時
す
で
に
大
衆
化
し
て
釆
て
お
り
、
そ
の
費
用
も
国
内
旅
行
よ
り
低
廉
な
場
合
も
あ
る
し
、
国
内
旅
 
 

行
以
上
に
レ
ク
レ
ー
シ
て
ソ
と
し
て
の
効
果
が
大
き
く
、
従
業
員
の
勤
労
意
欲
を
高
あ
る
面
も
強
い
点
を
考
え
る
と
、
使
用
者
が
負
捜
し
 
 

た
費
用
が
外
国
旅
行
費
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
∵
国
内
旅
行
と
全
く
異
な
っ
た
取
扱
い
を
す
る
の
は
相
当
で
は
な
い
。
 
 
 

④
そ
う
す
る
と
、
源
泉
所
得
税
納
親
告
知
処
分
の
う
ち
、
本
件
旅
行
費
用
の
一
部
負
担
に
関
す
る
部
分
及
び
不
納
付
加
算
税
決
定
処
分
 
 

は
違
法
で
あ
る
。
 
 

Ⅳ
 
評
 
 
釈
 
 

判
旨
賛
成
 
 
 

一
M
全
開
係
支
出
 
 

糾
 
人
格
の
な
い
社
団
の
成
立
要
件
 
 

①
Ⅹ
は
M
会
が
人
格
の
な
い
社
団
に
当
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
判
決
で
ほ
そ
の
主
張
を
認
め
な
か
っ
た
。
判
決
の
中
で
も
引
用
さ
 
 

二
八
三
 
 
 



二
八
四
 
 

れ
て
い
る
岡
山
地
裁
（
昭
和
五
一
年
〔
行
り
〕
第
六
号
、
昭
和
五
四
年
七
月
一
八
日
判
決
）
．
の
場
合
で
も
、
人
格
の
な
い
社
団
の
成
立
要
 
 

件
と
し
て
、
「
団
体
と
し
て
の
組
織
を
具
え
、
そ
こ
に
多
数
決
原
理
が
行
わ
れ
、
構
成
員
の
変
更
に
も
拘
ら
ず
団
体
が
存
続
し
、
代
表
者
 
 

に
よ
っ
て
団
体
と
し
て
の
活
動
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
代
表
の
方
法
、
総
会
の
運
営
、
財
産
の
管
理
、
そ
の
他
社
団
と
し
て
 
 

の
継
続
的
組
織
、
運
営
に
関
す
る
主
要
な
点
が
親
約
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
 
と
判
示
 
 

（
3
）
 
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

②
本
件
M
会
を
判
決
理
由
①
に
お
い
て
「
運
営
等
の
基
本
的
事
項
に
関
す
る
規
約
を
持
た
ず
、
代
表
者
の
定
め
も
な
か
っ
た
。
」
と
認
 
 

定
し
て
お
り
、
、
成
立
要
件
で
あ
る
基
本
的
な
点
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
M
会
の
現
実
の
運
営
は
Ⅹ
の
代
表
者
で
あ
る
A
と
管
 
 

理
担
当
取
締
役
B
が
出
席
し
た
Ⅹ
の
会
議
セ
あ
る
全
社
厚
生
委
員
会
の
会
読
の
中
で
決
定
さ
れ
七
い
た
こ
と
の
経
緯
を
考
え
れ
ば
、
M
会
 
 

が
Ⅹ
か
ら
独
立
し
た
団
体
に
は
当
ら
な
い
と
判
断
し
た
こ
阜
は
当
然
モ
あ
ろ
う
。
 
 
 

③
さ
ら
に
、
「
人
格
の
な
′
い
社
団
で
あ
る
士
主
張
す
る
た
め
に
ほ
、
召
的
「
名
称
、
泰
業
所
、
．
資
産
、
役
員
等
に
関
す
る
定
め
・
を
な
 
 

し
、
こ
れ
に
従
っ
て
社
会
通
念
上
一
つ
の
経
済
取
引
．
の
主
体
上
し
て
の
活
動
せ
す
る
人
的
集
合
体
に
し
て
〕
相
当
強
固
な
経
済
的
基
礎
を
 
 

有
し
て
い
畠
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
を
相
当
と
す
る
…
…
」
と
経
済
的
な
独
立
性
を
も
判
断
要
素
と
す
る
考
え
も
あ
 
 

（
4
）
 
 

る
。
 
 
 

M
会
が
会
員
で
あ
る
Ⅹ
の
役
員
「
従
業
員
の
お
の
お
の
か
ら
本
給
の
1
一
・
％
に
相
当
す
る
額
の
拠
出
を
求
め
、
Ⅹ
は
こ
れ
の
三
倍
に
相
当
 
 

す
る
額
の
拠
出
を
し
、
こ
れ
に
よ
り
会
町
活
動
が
行
わ
れ
で
い
た
経
緯
を
み
れ
ば
、
M
会
の
経
済
的
基
礎
は
強
固
と
ほ
い
え
ず
、
こ
の
点
 
 

か
ら
も
M
会
が
Ⅹ
か
ら
独
立
し
た
社
団
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
 
 
 

㈲
∵
福
利
厚
生
等
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
た
従
業
員
団
体
釘
成
立
と
そ
の
取
扱
い
 



①
M
会
が
Ⅹ
か
ら
独
立
し
た
団
体
に
当
ら
な
い
と
み
ら
れ
た
場
合
は
、
M
会
は
Ⅹ
と
運
命
共
同
体
的
関
係
に
当
た
る
。
と
こ
ろ
で
、
M
 
 

会
は
Ⅹ
の
役
員
、
従
業
員
の
福
利
厚
生
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
ほ
明
ら
か
で
あ
る
が
、
法
人
税
基
本
通
達
（
以
下
「
法
基
 
 

通
」
と
い
う
。
）
一
四
－
一
－
四
で
定
め
る
団
体
に
該
当
す
る
団
体
か
ど
う
か
で
あ
る
。
M
会
が
同
通
達
で
い
う
所
定
の
条
件
を
具
備
す
 
 

れ
ば
、
M
会
の
収
益
、
費
用
等
は
そ
の
全
額
を
の
収
益
、
費
用
等
に
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

②
そ
の
条
件
と
は
、
∽
法
人
の
役
員
又
は
使
用
人
で
一
定
の
資
格
を
有
す
る
者
が
、
そ
の
資
格
に
お
い
て
当
然
に
当
該
団
体
の
役
員
に
 
 

選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
何
当
該
団
体
の
事
業
計
画
又
は
事
業
の
運
営
に
関
す
る
重
要
案
件
の
決
定
に
つ
い
て
当
該
法
人
の
 
 

許
諾
を
要
す
る
等
、
当
該
法
人
が
そ
の
事
業
の
運
営
に
参
画
し
て
い
る
こ
と
㈹
当
該
団
体
の
事
業
に
必
要
な
施
設
の
全
部
又
は
大
部
分
を
 
 

当
該
法
人
が
提
供
し
て
い
る
こ
と
の
何
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

判
決
理
由
で
、
人
格
の
な
い
社
団
の
成
立
要
件
で
あ
る
基
本
的
事
項
に
関
し
て
、
′
M
会
は
会
と
し
て
の
規
約
を
持
た
ず
、
代
表
者
等
の
 
 

定
め
も
な
か
っ
た
と
認
定
し
て
お
り
、
一
見
∽
に
該
当
し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
Ⅹ
の
代
表
者
A
の
は
か
取
締
役
が
各
回
と
も
出
席
し
た
 
 

Ⅹ
の
業
務
上
の
会
議
の
中
で
相
談
の
う
え
M
会
の
事
業
が
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
記
S
又
ほ
何
の
条
件
に
該
当
す
る
と
と
 
 

も
に
、
会
議
は
Ⅹ
の
施
設
で
行
わ
れ
、
そ
の
事
務
は
Ⅹ
の
職
員
が
担
当
し
て
い
た
の
で
前
記
㈹
の
条
件
に
も
該
当
す
る
結
果
、
M
会
は
前
 
 

記
法
基
通
の
適
用
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

伺
 
拠
出
金
等
の
帰
属
 

法
基
通
一
四
－
一
－
四
に
該
当
す
る
従
業
員
団
体
に
お
け
る
従
業
員
の
拠
出
金
と
会
社
拠
出
金
と
の
割
合
は
、
√
経
験
的
に
ほ
ナ
対
一
な
 
 

い
し
、
一
対
二
の
場
合
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

本
件
の
場
合
は
一
対
三
と
圧
倒
的
に
Ⅹ
の
拠
出
金
が
多
い
。
こ
の
多
い
部
分
は
Ⅹ
が
M
会
に
特
別
な
活
動
を
期
待
し
て
い
た
部
分
で
あ
 
 

二
八
五
 
 
 



二
八
六
 
 

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
本
来
Ⅹ
自
身
が
使
用
者
と
し
て
実
施
す
る
の
が
当
然
と
考
え
ら
れ
る
バ
カ
ン
ス
表
彰
金
制
度
の
運
営
等
を
 
 

M
会
に
委
ね
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
M
会
が
Ⅹ
の
優
良
勤
続
者
（
勤
続
五
、
一
〇
、
一
五
年
又
 
 

は
出
勤
日
数
一
、
六
〇
〇
日
、
三
、
三
〇
〇
日
の
者
）
を
表
彰
し
、
三
日
な
い
し
七
日
の
休
暇
と
本
俸
の
一
な
い
し
三
か
月
分
に
相
当
す
 
 

る
表
彰
金
を
支
給
す
る
こ
と
は
使
用
者
が
行
っ
て
こ
そ
当
然
で
あ
り
、
使
用
者
で
な
い
者
が
行
う
の
は
筋
違
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

ま
た
、
逆
に
Ⅹ
の
社
命
に
よ
り
外
国
出
張
を
し
た
者
に
対
し
て
は
、
M
会
の
バ
カ
ン
ス
表
彰
制
度
上
の
二
〇
万
円
の
海
外
旅
行
券
は
支
給
 
 

し
な
い
定
め
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
Ⅹ
と
は
独
立
し
た
は
ず
の
M
会
が
Ⅹ
と
一
身
同
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
自
ら
示
し
て
い
る
と
 
 

い
え
よ
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
運
営
面
で
も
M
会
ほ
Ⅹ
の
福
利
厚
生
活
動
の
中
の
相
当
程
度
の
部
分
を
担
っ
て
お
り
、
Ⅹ
か
ら
M
会
に
拠
出
し
 
 

た
金
銭
は
、
Ⅹ
が
M
会
に
預
託
し
た
も
の
と
同
視
す
る
こ
と
が
相
当
で
、
Ⅹ
が
主
張
す
る
よ
う
に
Ⅹ
か
ら
M
会
に
拠
出
し
た
時
点
に
お
い
 
 

て
Ⅹ
の
損
金
と
す
る
こ
と
が
相
当
と
は
到
底
判
断
で
き
な
い
。
俗
な
例
え
で
い
え
ば
、
右
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
現
金
を
左
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
移
し
 
 

た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
Ⅹ
の
管
理
不
可
能
な
圏
外
に
出
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
M
会
に
お
い
て
期
末
に
未
だ
 
 

支
出
さ
れ
て
い
な
い
残
余
金
の
う
ち
、
Ⅹ
の
拠
出
部
分
忙
相
当
す
る
額
は
、
Ⅹ
の
損
金
の
額
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
M
 
 

会
で
の
支
出
中
Ⅹ
の
役
員
が
受
け
た
金
銭
等
の
額
で
の
拠
出
部
分
に
相
当
す
る
額
は
Ⅹ
が
支
給
し
た
も
の
と
認
め
、
そ
の
支
給
が
臨
時
的
 
 

が
受
け
る
経
済
的
利
益
に
対
し
て
源
泉
所
得
税
の
諌
税
を
免
れ
よ
う
と
す
る
事
例
は
意
外
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
役
員
賞
与
と
扱
う
こ
と
は
相
当
で
あ
る
。
本
件
の
よ
う
に
、
従
業
員
団
体
を
経
由
す
る
こ
と
で
役
員
又
は
従
業
員
 
 

（
5
）
 
 



二
 
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
期
末
棚
卸
費
産
の
評
価
 
判
旨
反
対
 
 

川
 
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
 
 
 

法
二
九
条
で
は
、
棚
卸
資
産
の
期
末
評
価
額
は
令
二
八
粂
あ
る
い
は
令
二
八
条
の
二
所
定
の
評
価
方
法
の
中
か
ら
、
法
人
が
選
定
し
た
 
 

評
価
方
法
に
よ
る
評
価
額
と
し
、
法
人
が
選
定
し
た
評
価
の
方
法
に
よ
り
評
価
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
令
≡
条
一
項
に
よ
り
最
終
仕
 
 

入
原
価
法
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

Ⅹ
は
総
て
の
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
、
適
期
の
総
平
均
法
を
選
定
し
届
け
出
て
い
た
。
 
 
 

伺
選
定
し
た
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
の
変
更
手
続
 
 
 

い
っ
た
ん
選
定
し
た
評
価
方
法
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
税
務
署
長
の
承
認
を
要
し
、
そ
の
た
め
に
は
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
 
 

年
度
開
始
の
日
の
前
日
ま
で
に
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
棚
卸
資
産
の
種
類
等
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
旨
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
理
由
等
を
 
 

記
載
し
た
申
請
書
を
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
令
三
〇
①
）
。
こ
れ
は
、
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
に
継
続
性
を
保
た
せ
 
 

決
算
期
宋
に
到
っ
て
の
利
益
操
作
を
目
的
と
す
る
盗
意
的
な
評
価
方
法
の
変
更
の
防
止
を
計
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

Ⅹ
は
こ
の
評
価
方
法
の
変
更
申
請
を
行
わ
ず
、
し
か
も
、
全
く
盗
意
的
な
、
か
つ
、
独
得
な
評
価
の
方
法
、
つ
ま
り
、
一
六
期
で
は
下
 
 

期
の
六
か
月
間
の
、
一
七
期
で
は
期
末
直
前
二
か
月
間
の
絵
製
造
費
用
を
同
期
間
の
絵
製
造
数
量
で
除
し
た
額
を
製
造
単
価
と
す
る
方
法
 
 

で
期
末
棚
卸
額
を
算
定
し
た
。
 
 
 

こ
れ
は
事
業
年
度
の
開
始
の
時
に
有
し
て
い
た
棚
卸
資
産
の
取
得
価
額
の
総
額
と
、
そ
の
数
量
を
単
価
の
算
定
に
全
く
関
係
さ
せ
て
な
 
 

い
点
を
判
決
で
は
「
総
平
均
法
の
基
本
的
な
原
則
に
従
っ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
総
平
均
法
と
い
う
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
」
 
 

二
八
七
 
 
 



二
八
八
 
 
 

と
認
定
し
て
い
る
。
 
 
 

用
 
法
定
評
価
方
法
の
適
用
 
 
 

Ⅹ
の
一
七
期
の
事
業
年
度
を
通
じ
た
総
平
均
法
に
よ
れ
ば
、
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
期
末
評
価
額
は
四
、
七
≡
九
万
四
七
七
〇
円
と
な
る
 
 

資
料
を
Ⅹ
は
有
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
Y
は
こ
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
Ⅹ
の
確
定
し
た
決
算
に
お
け
る
評
価
額
と
の
差
額
二
、
〇
三
万
 
 

一
九
二
〇
円
を
更
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
Ⅹ
の
前
記
期
末
直
前
二
か
月
間
に
よ
る
方
法
も
総
平
均
法
と
し
て
容
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
 
 

と
主
張
し
て
い
る
。
 
 
 

さ
ら
に
は
予
備
的
に
「
仮
り
に
原
告
の
用
い
た
方
法
が
総
平
均
法
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
法
定
評
価
方
法
で
あ
る
最
終
仕
入
 
 

原
価
法
に
よ
り
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
判
決
は
「
法
は
明
文
を
も
っ
て
、
…
…
選
定
し
た
方
法
 
 

に
よ
り
評
価
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
最
終
仕
入
原
価
法
に
よ
り
評
価
す
る
こ
と
を
定
め
（
略
）
て
お
り
、
と
の
限
度
で
期
に
よ
り
評
価
方
 
 

法
が
異
な
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
規
の
適
用
を
排
除
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

法
二
九
条
は
表
面
的
に
は
、
確
か
に
判
決
の
よ
う
に
読
め
る
と
い
え
る
が
、
果
し
て
そ
の
よ
う
に
積
極
的
に
解
す
る
こ
と
が
相
当
か
ど
 
 

う
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
 
 
 

回
 
申
告
納
税
制
度
と
届
出
 
 
 

昭
和
二
五
年
に
始
ま
っ
た
申
告
納
税
制
度
ほ
法
人
が
自
主
的
に
適
正
な
所
得
を
算
出
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
申
告
を
行
う
こ
と
が
期
待
 
 

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
ほ
税
法
で
定
め
て
い
る
八
種
額
の
方
法
の
う
ち
法
人
が
選
定
し
た
方
法
に
よ
っ
て
棚
 
 

卸
額
が
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
法
人
が
そ
の
方
法
を
選
定
し
届
け
出
な
い
場
合
に
は
法
定
評
価
方
法
で
あ
る
最
終
仕
入
原
価
法
に
よ
 
 

っ
て
計
算
を
行
う
こ
と
さ
れ
て
い
る
。
Ⅹ
が
選
定
し
た
評
価
方
法
ほ
総
平
均
法
で
あ
っ
た
か
ら
、
評
価
方
法
に
つ
い
て
変
更
の
届
出
を
行
 
 
 



い
、
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
な
い
限
り
、
Ⅹ
は
総
平
均
法
に
よ
っ
て
棚
卸
資
産
の
評
価
を
行
う
こ
と
が
相
当
で
あ
り
、
Ⅹ
か
ら
自
己
が
 
 

選
定
し
て
い
る
方
法
以
外
の
法
定
評
価
方
法
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
申
告
納
税
制
慶
の
根
幹
を
揺
る
が
す
主
張
で
あ
 
 

り
、
適
正
申
告
を
行
う
こ
と
の
信
義
則
に
反
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

そ
こ
で
、
Y
は
自
ら
承
認
を
与
え
た
評
価
方
法
で
あ
る
総
平
均
法
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
Ⅹ
に
求
め
た
の
が
本
件
処
分
で
あ
っ
て
、
し
か
 
 

も
、
処
分
の
基
と
な
っ
た
資
料
は
Ⅹ
が
適
期
の
総
平
均
法
に
よ
っ
て
計
算
し
、
保
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
Y
の
 
 

処
分
は
何
ら
不
都
合
な
と
こ
ろ
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
判
決
の
よ
う
に
殊
更
「
最
終
仕
入
原
価
法
に
よ
る
評
価
額
は
、
総
 
 

平
均
法
に
よ
る
評
価
額
よ
り
も
Ⅹ
が
採
っ
た
方
法
に
よ
る
評
価
額
の
方
に
近
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
」
 
と
付
言
し
、
適
期
の
総
平
均
法
に
 
 

よ
る
評
価
額
の
資
料
が
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
採
ら
ず
Ⅹ
の
し
た
評
価
額
を
最
終
仕
入
原
価
法
に
よ
る
評
価
額
と
擬
制
す
る
必
要
ほ
な
か
 
 

っ
た
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

国
 
昭
和
四
〇
年
法
人
税
法
全
文
改
正
前
の
規
定
 
 
 

昭
和
四
〇
年
全
文
改
正
前
の
法
人
税
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
 
九
条
の
七
（
棚
卸
資
産
の
評
価
）
、
の
規
定
を
受
け
た
同
法
施
行
 
 

親
則
二
〇
条
の
三
（
棚
卸
資
産
が
届
け
出
た
方
法
に
よ
っ
て
い
な
い
場
合
の
特
例
）
で
は
、
「
…
…
そ
の
届
け
出
た
方
法
に
よ
り
棚
卸
資
 
 

ヽ
ヽ
 

ヽ
ヽ
 
 

産
の
評
価
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
…
…
脱
務
署
長
は
、
…
…
更
正
又
は
決
定
を
な
す
場
合
に
お
い
て
は
、
…
…
最
終
仕
入
原
価
 
 

法
に
よ
り
算
出
し
た
取
得
価
額
に
よ
る
原
価
法
に
よ
り
当
該
棚
卸
資
産
の
評
価
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
」
 
と
規
定
し
て
お
り
、
更
正
等
 
 

に
際
し
て
通
常
ほ
法
人
が
選
定
し
て
い
る
評
価
方
法
に
よ
っ
て
評
価
を
行
い
、
最
終
仕
人
原
価
法
の
適
用
は
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
 
 

こ
と
が
明
定
さ
れ
て
い
た
。
 
 
 

昭
和
四
〇
年
法
人
税
法
全
文
改
正
は
「
法
人
税
制
の
体
系
の
整
備
、
表
現
の
平
明
化
及
び
個
別
親
定
の
簡
素
合
理
化
を
目
途
と
し
て
行
 
 

二
八
九
 
 
 



二
九
〇
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

わ
れ
、
基
本
的
な
方
針
と
し
て
は
、
従
来
の
法
人
税
法
を
因
襲
す
る
建
前
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
全
文
改
正
に
よ
り
実
質
的
な
法
人
税
 
 

（
6
）
 
制
が
基
礎
か
ら
変
 

し
か
も
、
旧
法
当
時
で
も
法
人
が
選
定
し
た
評
価
方
法
に
従
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
最
終
仕
入
原
価
法
の
適
用
を
行
う
 
 

の
で
は
な
く
、
調
査
に
お
い
て
も
「
奄
庫
商
品
の
評
価
を
売
価
還
元
法
に
よ
る
旨
届
け
出
る
以
上
は
、
現
実
に
存
在
が
確
認
さ
れ
た
調
査
 
 

日
現
在
の
た
な
卸
額
を
基
準
に
し
て
売
価
還
元
法
に
よ
っ
て
取
得
価
額
を
算
出
す
べ
き
で
あ
り
、
…
…
」
と
創
立
以
来
全
く
棚
卸
を
行
っ
 
 

た
こ
と
が
な
い
法
人
の
場
合
に
お
い
て
も
原
価
率
を
用
い
て
、
い
わ
ゆ
る
逆
算
法
に
よ
り
調
査
対
象
事
業
年
度
末
の
棚
卸
評
価
額
の
算
定
 
 

を
す
る
こ
と
が
相
当
と
す
る
判
例
が
あ
る
ほ
ど
、
法
人
の
選
定
し
た
評
価
の
方
法
は
厳
格
に
適
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
法
的
 
 

（
7
）
 
 

な
裏
付
が
あ
っ
て
も
容
易
に
は
法
定
評
価
方
法
の
適
用
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
 
 
 

こ
の
点
本
件
判
決
は
法
文
の
解
釈
に
お
い
て
文
字
を
余
り
に
忠
実
に
追
い
、
旧
法
の
親
定
、
旧
法
か
ら
の
伝
統
的
な
考
え
方
及
び
法
改
 
 

正
の
経
過
等
を
一
切
考
慮
し
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
判
決
で
「
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
理
由
も
な
い
。
」
 
と
し
て
い
る
点
は
少
な
 
 

く
と
も
旧
法
の
規
定
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
に
明
解
に
は
断
言
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

伺
 
判
決
容
認
の
場
合
の
影
響
 
 
 

①
本
件
は
、
Ⅹ
が
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
他
の
一
九
種
類
の
製
品
に
つ
い
て
は
適
期
に
よ
る
総
平
均
法
を
適
用
し
な
が
ら
、
プ
リ
ン
ト
ヘ
 
 

ッ
ド
の
み
一
七
期
に
は
、
期
末
直
前
の
二
か
月
間
を
棚
卸
評
価
の
計
算
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
Ⅹ
ほ
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
に
つ
 
 

い
て
適
期
の
総
平
均
法
に
よ
っ
た
評
価
額
の
資
料
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
Ⅹ
は
全
体
と
し
て
総
平
均
法
を
採
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
 
 

従
っ
て
、
プ
サ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
評
価
に
つ
い
て
は
計
算
方
法
及
び
計
算
期
間
の
採
り
方
を
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

更
正
処
分
を
行
う
場
合
に
お
い
て
適
正
な
評
価
額
が
Ⅹ
の
有
す
る
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
な
ら
、
Y
は
そ
の
資
料
に
基
づ
い
て
処
理
す
べ
 
 
 



き
こ
と
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
Ⅹ
が
何
故
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
み
、
こ
の
よ
う
な
評
価
方
法
を
採
っ
た
の
か
Ⅹ
の
主
張
を
み
る
と
期
末
近
 
 

く
に
お
い
て
生
産
性
が
良
く
な
り
、
結
果
上
し
て
製
造
原
価
が
安
く
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
期
末
棚
卸
 
 

資
産
の
評
価
額
が
低
く
な
り
、
そ
の
結
果
売
上
利
益
を
縮
減
で
き
た
。
一
七
期
の
申
告
額
の
対
前
期
比
は
一
四
八
％
と
急
増
し
て
い
る
点
 
 

か
ら
、
最
も
初
歩
的
な
利
益
調
整
の
方
法
で
あ
る
棚
卸
資
産
の
評
価
額
を
操
作
し
た
庵
の
で
毯
り
、
そ
の
対
象
が
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
で
あ
 
 

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
評
価
方
法
が
一
五
期
で
は
適
期
で
、
一
六
期
ほ
下
期
の
六
か
月
で
、
一
七
期
 
 

で
は
期
末
直
前
二
か
月
を
も
っ
て
評
価
す
る
と
い
う
全
く
便
宜
の
方
法
を
用
い
、
評
価
方
法
に
継
続
性
が
な
い
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
 
 

（
な
お
、
一
般
に
生
産
性
は
一
五
期
、
一
六
期
、
一
七
期
と
順
次
向
上
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
こ
の
点
に
つ
い
て
ほ
、
両
者
と
も
触
れ
て
 
 

い
な
い
。
し
か
し
、
Ⅹ
の
採
っ
た
方
法
は
、
生
産
性
が
前
期
よ
り
次
第
に
悪
化
し
て
い
る
場
合
に
行
う
で
あ
ろ
う
計
算
と
な
っ
て
い
る
と
 
 

い
え
る
。
）
 
Ⅹ
は
税
務
署
長
に
評
価
方
法
の
変
更
承
認
．
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
評
価
方
法
を
代
え
ず
に
、
代
え
た
と
同
様
の
効
 
 

果
を
挙
げ
る
た
め
の
理
由
づ
け
を
行
っ
た
の
が
Ⅹ
の
主
儲
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
判
決
は
Ⅹ
の
副
次
的
な
主
張
を
受
入
れ
た
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

②
判
決
の
と
お
り
、
単
に
選
定
し
た
評
価
方
法
に
従
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
直
ち
に
法
定
評
価
方
法
の
適
用
が
あ
る
と
す
れ
 
 

ば
、
本
件
の
場
合
に
お
い
て
最
終
仕
入
原
価
法
は
、
低
価
法
を
選
定
し
て
い
な
い
法
人
に
は
実
質
的
に
低
価
法
を
選
定
し
た
の
と
極
め
て
 
 

近
い
結
果
を
も
た
ら
し
、
か
つ
、
選
定
し
た
評
価
方
法
以
外
の
第
二
の
原
価
法
を
法
人
税
法
の
上
で
簡
単
に
認
め
る
結
果
と
な
る
が
、
こ
 
 

れ
は
将
し
く
法
の
予
定
し
な
い
解
釈
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

こ
の
た
め
、
判
決
に
従
え
ば
評
価
の
継
続
性
を
重
視
す
る
公
正
妥
当
な
会
計
処
理
は
Ⅹ
の
盗
意
に
よ
っ
て
容
易
に
否
定
さ
れ
、
か
つ
、
 
 

法
的
手
続
を
経
ず
し
て
盗
意
的
経
理
を
法
が
容
認
す
る
結
果
と
な
る
。
判
決
は
法
文
の
表
面
的
な
解
釈
に
と
ら
わ
れ
、
盗
意
的
経
理
を
許
 
 

す
結
果
の
重
大
性
を
全
く
考
慮
し
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
 
 

二
九
一
 
 
 



二
九
二
 
 
 

③
法
基
通
五
1
二
1
八
で
は
、
原
価
の
率
が
売
価
の
一
〇
〇
％
を
超
え
る
場
合
の
売
価
還
元
法
の
適
用
に
つ
い
て
、
評
価
額
の
算
定
法
 
 

を
定
め
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
期
末
棚
卸
資
産
の
評
価
額
は
、
一
〇
〇
％
を
超
え
る
原
価
率
を
適
用
し
て
算
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
 
 

そ
こ
で
、
軸
決
の
と
お
り
、
最
終
仕
入
原
価
法
の
適
用
が
簡
単
に
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
前
記
通
達
の
示
す
方
法
に
従
っ
て
期
末
棚
卸
資
 
 

産
の
評
価
額
を
売
価
を
超
え
る
額
と
す
る
法
人
は
先
ず
皆
無
と
な
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
選
定
し
た
評
価
方
法
及
び
前
記
通
達
は
適
正
 
 

申
告
と
い
、
う
点
で
意
味
の
な
い
庵
の
と
な
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

S
 
法
定
評
価
方
法
の
適
用
 
 
 

法
人
が
選
定
し
た
評
価
方
法
に
従
っ
て
い
な
か
つ
た
た
め
に
法
定
評
価
方
法
で
あ
る
最
終
仕
入
原
価
法
を
適
用
し
、
期
末
棚
卸
資
産
の
 
 

評
価
を
行
う
場
合
を
想
定
す
る
と
、
調
査
対
象
法
人
に
お
け
る
原
材
料
の
仕
入
状
況
、
商
品
管
理
状
況
等
は
推
計
課
税
を
行
う
ほ
ど
で
は
 
 

な
い
が
、
多
種
塀
の
商
品
等
が
あ
り
、
一
の
商
品
等
で
も
期
中
の
仕
入
数
量
等
ほ
不
明
で
あ
り
、
し
か
も
、
適
定
し
た
評
価
方
法
が
「
そ
 
 

の
都
度
後
入
先
出
法
」
や
「
移
動
平
均
法
」
等
で
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
で
は
、
更
正
処
分
等
を
行
う
場
合
に
法
人
が
選
定
し
た
評
価
方
法
 
 

に
従
っ
て
評
価
額
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
相
当
な
調
査
日
数
を
要
す
る
状
況
に
あ
る
よ
う
な
場
合
に
限
り
次
善
の
策
と
 
 

し
て
、
最
終
仕
入
原
価
法
に
よ
っ
て
、
一
挙
に
評
価
額
を
確
定
す
る
こ
と
を
法
が
保
証
し
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
意
味
で
本
件
は
最
終
 
 

仕
入
原
価
法
を
適
用
す
べ
き
場
合
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
現
在
の
法
人
も
将
し
く
こ
の
は
ぅ
な
場
合
を
想
定
し
た
も
 
 

の
で
あ
り
、
判
決
の
よ
う
に
安
易
に
適
用
す
る
事
ま
で
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
 
 
 

は
 
現
在
ま
で
の
執
行
状
況
 
 
 

昭
和
四
〇
年
以
来
本
件
に
至
る
ま
で
自
己
が
選
定
し
た
評
価
方
法
以
外
の
方
法
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
争
っ
た
判
例
及
び
審
果
事
例
 
 

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
．
現
在
全
国
の
法
人
数
は
l
六
六
万
余
社
（
昭
和
四
〇
年
で
も
七
一
万
社
弱
）
で
こ
の
、
う
ち
赤
字
法
人
が
現
在
約
五
 
 
 



（
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五
％
を
占
め
て
い
る
と
は
い
え
、
全
国
で
は
年
間
数
万
社
に
つ
い
て
実
地
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
四
〇
年
以
来
の
累
計
で
ほ
延
べ
 
 

数
十
万
社
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
、
棚
卸
洩
れ
と
指
摘
を
受
け
る
件
数
も
少
な
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
数
の
中
で
評
 
 

価
方
法
に
関
す
る
争
い
が
生
じ
て
い
な
い
の
は
、
法
人
が
選
定
し
た
評
価
方
法
に
従
っ
た
調
査
に
よ
る
非
違
衝
を
当
然
と
し
て
受
入
れ
て
 
 

い
る
結
果
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
処
分
を
不
当
と
す
る
本
件
訴
訟
は
極
め
て
特
異
な
事
件
で
あ
る
と
い
え
る
。
 
 

三
 
従
業
員
の
香
港
旅
行
費
用
の
一
部
負
担
 
判
旨
反
対
 
 

‖
一
部
負
担
金
の
性
格
 
 
 

①
雇
傭
関
係
に
基
づ
い
て
従
業
員
に
対
し
て
給
付
し
た
金
銭
又
は
経
済
的
利
益
は
、
法
人
の
所
得
金
額
の
計
算
上
は
換
金
の
額
に
算
入
 
 

さ
れ
る
。
一
方
、
給
付
を
受
け
た
従
業
員
に
は
所
得
税
法
上
で
、
「
金
銭
以
外
の
物
又
は
そ
の
他
経
済
的
利
益
」
に
替
り
使
用
者
か
ら
支
 
 

給
さ
れ
た
も
の
は
、
収
入
す
べ
き
金
額
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
所
法
三
六
条
一
項
）
、
▼
 
課
税
対
象
と
な
る
雇
傭
老
の
給
与
等
に
つ
 
 

い
て
は
源
泉
徴
収
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
（
所
法
一
八
三
条
）
。
 
 
 

②
給
与
等
と
さ
れ
る
経
済
的
利
益
を
概
観
す
る
と
、
有
価
証
券
の
給
付
、
商
品
（
製
品
）
等
の
支
給
、
住
彼
の
無
償
貸
与
、
低
利
融
資
 
 

の
は
か
、
用
役
の
撞
供
も
含
ま
れ
て
い
る
（
所
得
税
基
本
通
達
〔
以
下
「
所
基
通
」
と
い
う
。
〕
三
六
－
三
六
－
五
〇
）
。
雇
傭
関
係
に
基
 
づ
い
て
使
用
者
か
ら
給
付
さ
れ
る
現
金
は
勿
論
で
あ
る
。
 
 
 

③
所
基
通
三
六
－
三
〇
（
課
税
し
な
い
経
済
的
利
益
…
…
使
用
者
が
負
捜
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
費
用
）
で
は
、
「
使
用
者
が
役
 
 

員
又
ほ
使
用
人
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 
（
以
下
「
レ
ク
」
と
い
う
。
）
 
の
た
め
に
社
会
通
念
上
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
 
 

会
食
、
旅
行
、
演
芸
会
、
運
動
会
等
の
行
事
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
し
た
役
員
及
び
使
用
人
が
受
け
 
 

二
九
三
 
 
 



二
九
四
 
 

る
経
済
的
利
益
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
当
該
旅
行
に
参
加
し
な
か
っ
た
使
用
人
（
使
用
者
の
業
務
の
必
要
に
基
づ
き
参
加
で
き
な
か
っ
 
 

た
老
を
除
く
。
）
 
に
対
し
、
そ
の
参
加
に
代
え
て
金
銭
を
支
給
す
る
場
合
又
は
役
員
だ
け
を
対
象
と
し
て
当
該
行
事
の
費
用
を
負
担
す
る
 
 

場
合
を
除
き
、
課
税
し
な
く
て
差
支
え
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
取
扱
に
つ
い
て
の
逐
条
解
説
で
は
、
「
役
員
又
は
従
業
員
の
レ
ク
 
 

の
た
め
に
社
会
通
念
上
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
行
事
は
、
簡
易
な
も
の
が
多
く
、
参
加
者
全
員
の
希
望
を
十
分
に
満
た
 
 

（
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す
も
の
ば
か
り
と
は
い
え
な
」
点
を
考
慮
し
課
税
し
な
い
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
解
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、
福
利
厚
生
事
業
は
原
則
と
し
て
全
員
参
加
で
あ
る
こ
と
が
根
底
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
社
員
 
 

四
五
〇
名
中
「
一
七
一
名
が
参
加
（
参
加
率
三
八
％
）
し
た
本
件
旅
行
を
判
決
で
は
「
自
己
負
組
も
あ
る
の
に
従
業
員
の
約
四
割
も
が
参
 
 

加
し
た
」
と
し
て
、
「
慰
安
の
効
果
も
大
き
く
、
勤
労
意
欲
を
高
め
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
」
と
、
そ
の
根
拠
も
示
さ
ず
に
極
め
て
情
緒
 
 

的
に
認
定
し
て
い
る
が
、
逆
に
「
原
則
と
し
て
全
員
参
加
す
べ
き
と
こ
ろ
、
僅
か
に
三
八
妙
の
著
し
か
参
加
し
な
か
っ
た
。
」
と
い
う
こ
 
 

と
も
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
件
旅
行
ほ
↓
参
加
希
望
者
を
募
ら
た
と
こ
ろ
一
七
一
名
の
有
志
が
集
ま
っ
た
。
」
と
い
う
の
が
正
し
い
 

表
現
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

従
っ
て
、
本
件
程
度
の
参
加
率
で
自
己
負
担
が
七
割
も
あ
る
よ
う
な
旅
行
を
、
Ⅹ
の
業
務
の
範
囲
で
あ
る
慰
安
旅
行
の
範
囲
に
入
れ
る
 
 

の
は
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
Ⅹ
の
負
也
し
た
二
万
円
は
、
そ
の
実
質
は
儀
礼
的
な
銭
別
金
と
し
て
の
支
出
が
あ
っ
た
と
考
え
る
方
 
 

が
、
旅
行
費
用
を
負
担
し
た
と
考
え
る
よ
り
も
自
然
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
部
の
老
に
対
す
る
臨
時
的
な
給
与
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

∽
∴
慰
安
旅
行
と
し
て
の
海
外
渡
航
の
通
常
性
 
 
 

現
在
、
確
か
に
海
外
渡
航
を
す
る
者
は
多
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
全
く
の
業
務
活
動
と
し
て
の
渡
航
や
個
人
が
仕
事
か
ら
離
れ
 
 

て
海
外
見
物
旅
行
が
大
部
分
で
あ
り
、
従
業
員
の
慰
安
旅
行
と
し
て
の
海
外
渡
航
は
ま
だ
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
程
度
 
 
 



に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

判
決
で
は
、
Ⅹ
の
主
張
す
る
二
万
円
の
金
額
に
引
き
ず
ら
れ
、
慰
安
旅
行
と
し
て
の
海
外
渡
航
が
一
般
化
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
 
 

を
示
さ
ず
、
慰
安
旅
行
の
費
用
と
し
て
の
二
万
円
程
度
を
負
担
す
る
こ
と
は
通
常
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
筋
違
い
の
論
と
い
え
る
と
思
 
 

わ
れ
る
。
 
 
 

川
．
慰
安
旅
行
の
実
施
 
 
 

本
件
判
決
の
中
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
簡
易
な
日
帰
り
の
旅
行
は
一
六
期
及
び
一
七
期
と
も
各
営
業
所
等
の
単
位
ご
と
に
 
 

全
員
参
加
の
形
で
行
わ
れ
、
そ
の
費
用
は
M
会
の
会
計
の
中
で
処
理
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
全
員
参
加
に
近
い
一
泊
旅
行
は
 
 

本
件
旅
行
以
外
に
既
に
実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
本
件
旅
行
は
、
多
額
の
自
己
負
担
を
前
掟
に
し
て
海
外
旅
行
を
希
 
 

望
す
る
特
定
の
従
業
員
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
業
務
の
一
環
と
し
て
の
慰
安
旅
行
と
は
い
え
な
い
も
の
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
 
 
 

そ
の
た
め
、
本
件
旅
行
以
外
の
福
利
厚
生
の
費
用
に
つ
い
て
は
税
務
調
査
に
お
い
て
も
換
金
の
額
と
容
認
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
 
 

し
て
、
新
聞
紙
上
で
採
り
挙
げ
て
い
る
よ
う
な
偏
狭
な
処
理
を
行
っ
た
訳
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

Ⅴ
 
お
 
わ
 
り
 
に
 
 

本
件
判
決
を
契
機
と
し
て
、
所
基
通
3
6
1
3
0
の
運
用
通
達
直
法
六
〓
二
が
昭
和
六
一
年
一
二
月
二
四
日
付
け
で
発
達
さ
れ
た
。
そ
 
 

れ
に
よ
れ
ば
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
限
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
受
け
た
経
済
的
利
益
は
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

日
 
当
該
旅
行
に
要
す
る
期
間
が
二
泊
三
日
（
目
的
地
が
海
外
の
場
合
に
は
、
目
的
地
に
お
け
る
滞
在
日
数
に
よ
る
。
）
以
内
の
も
の
 
 

二
九
五
 
 
 



二
九
六
 
 

で
あ
る
こ
と
 
 
 

⇔
 
当
該
旅
行
に
要
す
る
期
費
用
の
五
〇
％
以
上
を
使
用
者
が
負
担
し
て
い
る
こ
と
 
 
 

日
 
当
該
旅
行
に
参
加
し
て
い
る
従
業
員
等
の
数
は
全
従
業
員
等
（
工
場
、
支
店
等
で
行
う
場
合
に
は
、
当
該
工
場
、
支
店
等
の
従
業
 
 

員
等
）
の
五
〇
％
以
上
で
あ
る
こ
と
 
 
 

上
記
の
通
達
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
つ
の
行
事
が
法
人
の
行
事
と
い
い
得
る
た
め
に
ほ
、
大
部
分
の
老
が
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
 
 

で
、
少
な
く
と
も
半
分
以
上
の
老
が
参
加
し
た
う
え
で
、
そ
の
費
用
の
大
部
分
を
少
な
く
と
も
五
〇
％
以
上
を
使
用
者
が
負
担
し
て
い
る
 
 

こ
と
と
、
目
的
地
に
お
け
る
滞
在
日
数
を
二
泊
三
日
と
す
る
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
徒
に
長
期
に
わ
た
る
旅
行
ま
で
を
福
利
厚
 
 

生
費
に
取
り
込
む
こ
と
を
含
む
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
通
達
の
基
準
は
妥
当
な
も
の
と
理
解
で
き
る
。
本
件
は
従
来
あ
 
 

ま
り
明
確
で
な
か
っ
た
こ
の
種
の
基
準
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で
は
、
一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
を
画
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
 
 
 

ま
た
、
木
件
訴
訟
を
通
じ
て
調
査
全
体
を
窺
う
と
判
決
の
結
果
は
と
も
か
く
、
調
査
は
的
確
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
 
 

た
だ
一
つ
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
評
価
に
お
い
て
一
六
期
に
は
下
期
の
六
か
月
を
も
っ
て
期
末
棚
卸
額
を
算
定
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
 
 

ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
更
正
処
理
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
同
時
処
理
で
あ
り
な
が
ら
一
七
期
の
処
分
と
首
尾
が
一
貫
し
て
い
な
い
 
 

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

察
す
る
と
こ
ろ
、
一
六
期
と
一
七
期
と
を
同
時
に
処
理
す
れ
ば
、
一
六
期
の
棚
卸
資
産
の
否
認
額
は
一
七
期
に
お
い
て
ほ
ゞ
同
額
を
認
 
 

容
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
一
六
期
の
処
分
を
見
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
例
え
前
期
で
否
認
し
た
額
を
翌
期
で
認
 
 

容
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
正
し
い
期
間
換
益
を
算
出
す
る
た
め
に
は
処
分
の
省
略
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
判
例
 
 

評
釈
上
で
こ
の
便
宜
的
な
処
理
を
取
り
立
て
て
非
難
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
敢
え
て
反
省
事
項
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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〔
参
考
文
献
〕
 
 
 

（
1
）
 
本
件
に
係
る
判
例
評
釈
は
次
の
方
々
か
行
っ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
 
 

し
た
方
々
で
あ
る
。
 
 

M
全
開
係
及
び
棚
卸
資
産
関
係
に
ま
で
触
れ
て
お
ら
れ
る
の
は
◎
を
附
 
 
 

単
位
・
円
 
 



（
9
）
 
国
税
庁
直
税
部
長
編
 
昭
和
六
〇
年
版
「
所
得
税
基
本
通
達
逐
条
解
説
」
三
六
貢
 
（
財
）
大
蔵
財
務
協
会
 
 
 

同
様
の
趣
旨
の
も
の
は
、
新
訂
民
法
総
則
（
民
法
講
義
1
）
我
 
妻
 
栄
 
著
 
二
三
三
貢
 
 

同
旨
判
例
と
し
て
、
昭
和
五
四
年
七
月
一
八
日
行
集
三
〇
巻
七
号
〓
三
五
貢
 
 

（
4
）
 
昭
和
二
七
年
九
月
八
日
 
下
裁
民
集
三
巻
九
号
一
二
〇
一
頁
 
 

（
5
）
 
昭
和
二
七
年
二
月
二
七
日
 
静
岡
地
裁
 
税
資
一
六
号
四
頁
 
 

給
与
の
一
律
値
上
げ
の
組
合
要
求
に
対
し
て
、
「
会
社
の
厚
生
団
体
で
あ
る
交
友
会
を
利
用
し
、
同
会
よ
り
会
員
に
対
す
る
助
成
金
と
し
て
支
 
 
 

給
す
れ
ば
、
給
与
所
得
税
の
徴
収
ほ
免
れ
得
る
…
…
と
、
表
向
き
の
給
与
以
外
に
交
友
会
助
成
金
名
義
の
下
に
別
途
給
与
を
支
給
…
…
給
与
所
得
 
 
 

税
の
源
泉
徴
収
を
し
な
い
旨
を
徴
収
担
当
者
に
拾
合
せ
し
め
…
…
よ
っ
て
、
…
…
源
泉
所
得
税
の
徴
収
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
」
 
 

（
6
）
 
大
蔵
省
編
 
昭
和
四
〇
年
 
「
改
正
税
法
の
す
べ
て
」
 
九
二
頁
 
 

（
7
）
 
昭
和
三
六
年
二
月
一
八
日
 
函
館
地
裁
 
税
資
三
二
号
八
貢
 
 

（
8
）
 
国
税
庁
企
画
課
鮪
 
「
法
人
企
業
の
実
態
」
四
〇
、
六
〇
年
分
よ
り
 
 

（
2
）
 
月
刊
 
税
理
 
三
〇
巻
七
号
 
 

（
3
）
 
昭
和
三
九
年
一
〇
月
一
五
日
 
最
判
民
集
一
八
巻
一
五
号
一
六
七
一
 
 

貢  



補
 
 
足
 
 
 

本
件
の
控
訴
審
（
昭
和
六
一
年
（
行
コ
）
三
二
号
、
三
三
号
）
判
決
が
、
昭
聖
ハ
三
年
三
月
≡
日
鱒
言
渡
さ
れ
た
。
 
 
 

そ
こ
で
、
前
述
の
評
釈
に
係
る
判
決
結
果
に
つ
い
て
簡
単
に
補
足
を
行
う
こ
と
と
す
る
（
双
方
控
訴
審
実
に
つ
き
、
こ
の
補
足
に
お
 
 

い
て
も
一
審
の
原
告
及
び
被
告
を
そ
れ
ぞ
れ
Ⅹ
及
び
Y
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
）
。
 
 
 

Ⅰ
 
判
 
 
決
 
 
 

一
M
会
関
係
支
出
に
つ
い
て
卜
一
審
判
決
ど
お
り
（
Ⅹ
敗
訴
）
 
 
 

理
由
（
一
審
判
決
理
由
の
訂
正
又
は
追
加
。
以
下
同
じ
。
）
 
 

①
 
Ⅹ
に
は
、
社
員
の
福
利
厚
生
を
総
合
的
に
検
討
す
る
機
関
と
し
て
厚
生
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
各
事
業
所
に
あ
る
M
会
で
選
出
さ
 
 

れ
た
者
は
自
動
的
に
厚
生
委
員
会
の
委
員
と
な
る
。
同
委
員
会
の
会
議
で
は
M
、
会
に
関
す
る
事
項
も
一
緒
に
討
議
さ
れ
、
決
定
が
行
わ
 
 

れ
て
い
た
。
 
 

②
 
M
会
の
資
金
は
使
用
人
等
が
拠
出
す
る
会
費
の
三
倍
を
Ⅹ
が
負
担
し
て
い
る
。
 
 

③
 
M
会
の
代
表
の
方
法
、
運
営
等
も
確
定
し
て
お
ら
ず
、
独
立
し
た
団
体
と
認
め
る
に
足
り
る
だ
け
の
組
織
的
実
体
を
有
し
て
い
た
 
 

と
は
到
底
い
え
な
い
。
 
 

④
 
M
会
に
関
す
る
事
項
も
、
Ⅹ
の
役
員
出
席
の
も
と
に
全
社
の
厚
生
委
員
会
で
検
討
、
決
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
M
会
は
Ⅹ
厚
生
 
 

委
員
会
に
従
属
す
る
も
の
と
い
え
る
。
 
 

二
九
九
 
 
 



三
〇
〇
 
 

⑤
 
M
会
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
中
心
的
事
業
で
あ
る
バ
カ
ン
ス
制
度
に
つ
い
て
Ⅹ
が
最
終
的
に
決
定
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
そ
 
 

の
主
要
な
事
業
の
検
討
、
決
定
、
遂
に
つ
い
て
Ⅹ
が
参
画
し
て
い
る
。
 
 
 

以
上
に
よ
り
、
M
会
が
か
ら
独
立
し
て
い
る
団
体
と
は
い
え
な
い
。
 
 
 

二
 
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
期
末
棚
卸
資
産
の
評
価
－
法
人
の
選
定
し
た
総
平
均
法
で
評
価
す
べ
き
で
、
法
定
評
価
方
法
を
適
用
す
 
 

べ
き
場
合
に
は
該
当
し
な
い
∴
Y
の
一
審
敗
訴
部
分
を
取
り
消
す
。
）
。
 
 
 

理
由
 
 

①
期
末
直
前
二
か
月
間
に
取
得
し
た
も
の
以
外
評
価
の
対
象
と
し
て
い
な
ぃ
の
行
っ
た
棚
卸
資
産
の
評
価
の
方
法
は
総
平
均
法
と
は
 
 

い
え
な
い
。
 
 

②
 
棚
卸
資
産
の
評
価
の
方
法
の
変
更
に
は
事
前
に
申
請
を
行
う
等
極
め
て
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
、
経
理
処
理
の
継
続
性
を
図
り
、
 
 

で
き
る
限
り
毎
期
の
評
価
を
同
一
正
し
て
利
益
計
算
の
一
貫
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
二
九
条
一
項
に
い
う
 
 

「
選
定
し
た
評
価
の
方
法
に
よ
り
評
価
し
な
か
っ
た
場
合
」
に
当
た
る
と
し
て
、
法
定
評
価
方
法
で
あ
る
最
終
仕
人
原
価
法
に
よ
る
評
 
 

価
を
行
う
の
は
、
他
に
評
価
す
る
方
法
が
な
い
た
め
、
例
外
的
に
法
の
重
視
す
る
継
続
性
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
 
 

と
に
は
か
な
ら
な
い
。
 
 

③
 
「
選
定
し
た
評
価
の
方
法
に
よ
り
評
価
し
な
か
っ
た
場
合
」
と
は
、
法
人
が
採
っ
た
現
実
の
評
価
方
法
と
そ
の
法
人
が
選
定
し
た
 
 

評
価
方
法
を
対
比
し
、
そ
の
相
違
の
程
度
、
内
容
か
ら
み
て
法
人
の
採
っ
た
現
実
の
評
価
方
法
が
、
選
定
し
た
評
価
方
法
と
そ
の
基
本
 
 

的
考
え
方
を
異
に
し
、
両
者
が
同
一
性
を
有
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
法
人
が
採
っ
た
 
 

現
実
の
評
価
方
法
と
そ
の
法
人
が
選
定
し
た
評
価
方
法
に
形
式
的
に
異
な
る
部
分
が
あ
っ
て
も
、
両
者
が
竺
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
 
 
 



れ
る
場
合
に
は
、
法
が
重
視
す
る
継
続
性
の
原
則
を
犠
牲
に
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
は
「
選
定
し
た
評
価
の
方
法
に
よ
り
評
価
し
な
 
 

か
っ
た
場
合
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
 
 

④
 
旧
法
の
施
行
親
則
二
〇
条
の
主
と
現
行
の
令
三
一
条
と
で
は
規
定
の
仕
方
に
差
が
あ
る
が
、
法
定
評
価
方
法
に
関
す
る
法
の
定
め
 
 

が
実
態
的
に
改
正
さ
れ
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
法
二
九
条
の
合
理
的
解
釈
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
法
改
正
の
 
 

沿
革
は
、
こ
の
解
釈
の
決
め
手
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
 
 

⑤
 
Ⅹ
の
採
っ
た
評
価
方
法
も
期
末
二
か
月
間
に
限
定
し
て
い
る
と
ほ
い
え
、
給
製
造
費
用
を
総
数
量
で
除
し
て
得
た
製
造
原
価
の
平
 
 

均
値
を
基
準
と
し
て
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
考
え
方
は
総
平
均
法
と
基
本
的
な
考
え
方
を
同
じ
く
し
、
両
者
ほ
同
一
性
を
 
 

有
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
計
算
の
基
礎
と
し
た
対
象
期
間
を
誤
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
の
で
、
法
二
九
条
一
項
に
い
う
 
 

「
選
定
し
た
評
価
の
方
法
に
よ
り
評
価
し
な
か
っ
た
場
合
」
に
は
、
・
当
た
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 
 

そ
う
す
る
と
、
一
七
期
末
の
棚
卸
資
産
を
選
定
し
た
評
価
方
法
で
あ
る
総
平
均
法
の
正
し
い
適
用
を
し
た
Y
の
潜
入
税
の
更
正
処
分
 
 

に
は
違
法
は
な
い
。
 
 
 

三
 
従
業
員
の
香
港
旅
行
 
－
 
旅
行
費
用
負
担
額
は
、
所
得
税
法
上
課
税
対
象
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
一
審
判
決
ど
お
り
（
Y
敗
 
 

訴
）
。
 
 
 

理
由
 
 

①
 
香
港
旅
行
は
、
社
内
の
親
睦
を
図
り
、
従
業
員
の
勤
労
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
Ⅹ
が
企
画
 
 

立
案
し
て
主
催
し
、
全
従
業
員
を
対
象
に
参
加
者
を
募
集
し
た
う
え
で
実
施
さ
れ
た
。
 
 

②
 
本
来
レ
ク
行
事
に
参
加
し
た
従
業
員
に
と
っ
て
は
、
経
済
的
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
通
達
に
「
使
用
者
が
役
 
 

≡
〇
一
 
 
 



≡
〇
二
 
 

員
又
ほ
使
用
人
¢
レ
〉
グ
の
た
め
に
社
会
通
念
上
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
行
事
の
費
用
を
負
捜
す
る
と
と
に
よ
り
、
そ
 
 

の
行
事
匿
参
加
し
た
使
用
人
ら
が
受
け
る
経
済
的
利
益
に
つ
い
セ
ほ
課
税
し
な
く
て
差
支
え
な
い
。
」
旨
を
規
定
し
、
非
課
税
と
す
る
 
取
扱
い
を
し
て
い
る
、
。
 
 

③
■
壱
の
通
達
は
、
レ
ク
行
事
が
社
会
通
念
上
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
あ
え
て
課
税
す
る
 
 

の
は
国
民
感
情
か
ら
し
て
も
妥
当
で
ほ
な
い
こ
と
等
を
考
慮
し
た
も
の
と
解
さ
れ
、
合
理
性
を
有
す
る
と
い
え
る
。
 
 

④
∴
本
件
旅
行
が
通
達
に
い
う
社
会
通
念
上
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ち
れ
る
レ
ク
行
事
に
当
た
る
か
否
か
の
判
断
に
当
た
っ
 
 

て
は
、
凍
件
旅
行
の
企
画
立
案
、
主
催
者
、
旅
行
の
目
的
、
規
模
、
行
程
、
従
業
員
の
参
加
割
合
、
Ⅹ
及
び
参
加
従
業
員
の
負
担
額
、
 
 

両
者
の
負
担
割
合
上
総
合
的
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
Y
が
重
視
す
べ
き
で
あ
竜
と
す
る
従
業
員
の
参
加
割
合
、
秦
加
従
業
員
の
費
 
 

用
負
避
額
な
い
し
Ⅹ
と
参
加
従
業
員
の
負
担
割
合
よ
り
も
、
参
加
従
業
員
が
受
け
る
経
済
的
利
溢
す
な
あ
セ
Ⅹ
の
負
担
額
を
重
視
す
 
 

べ
せ
で
あ
る
。
 
 

⑤
強
行
は
、
Ⅹ
が
企
画
立
案
、
主
催
し
た
も
の
で
、
．
全
従
業
員
を
対
象
に
⊥
て
参
加
者
を
募
集
し
た
う
え
、
Ⅹ
社
内
の
親
睦
と
従
業
 
 

員
の
勤
労
意
欲
向
上
を
目
的
と
し
た
レ
ク
行
革
で
あ
る
。
本
件
旅
行
は
二
泊
三
日
で
あ
り
、
毎
先
も
比
較
的
近
距
離
の
香
港
で
あ
る
が
 
 

海
外
旅
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
レ
ク
行
事
と
し
て
の
目
的
に
一
層
叶
う
面
が
あ
る
。
旅
行
に
は
四
五
〇
名
中
一
七
一
名
（
参
加
割
合
三
八
 
 

％
）
の
参
加
が
あ
り
、
レ
ク
行
事
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
の
に
支
障
の
な
い
程
度
の
参
加
者
数
で
あ
る
∨
。
 
 

⑥
 
Ⅹ
の
費
用
負
担
は
一
人
当
た
り
二
万
九
五
七
八
円
（
参
加
者
の
自
己
負
担
額
五
万
三
一
九
三
円
）
で
、
こ
√
の
額
自
体
レ
ク
行
事
と
 
 

し
て
不
相
当
な
程
に
多
額
で
あ
る
と
ま
で
は
、
い
え
な
い
。
ま
た
Ⅹ
の
費
用
．
負
担
の
割
合
は
三
五
％
と
な
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
低
率
に
 
 

過
ぎ
る
と
も
い
え
な
い
。
 
 
 



以
上
総
合
す
る
と
、
海
外
旅
行
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
特
別
視
す
る
必
要
は
な
く
、
本
件
旅
行
は
レ
ク
行
事
と
認
定
す
る
の
が
相
当
 
 

で
あ
り
、
Ⅹ
の
負
也
額
ほ
非
課
税
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

玉
 
評
 
 
釈
 
 
 

一
M
会
関
係
の
支
出
 
 
 

M
会
に
つ
い
て
は
、
Y
の
主
張
ど
お
り
M
会
が
資
金
的
に
も
、
実
態
的
に
も
Ⅹ
か
ら
独
立
し
た
団
体
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
従
っ
て
、
 
 

M
会
か
ら
Ⅹ
の
復
員
及
び
従
業
員
に
支
給
さ
れ
た
金
員
の
う
ち
そ
の
四
分
の
三
は
Ⅹ
か
ら
Ⅹ
の
役
員
及
び
従
業
員
に
支
給
さ
れ
た
も
の
 
 

と
認
定
し
、
役
員
賞
与
及
び
従
業
員
給
与
と
し
て
の
源
泉
徴
収
洩
れ
及
び
役
員
賞
与
の
損
金
不
算
入
と
し
た
Y
の
処
分
が
一
審
判
決
に
 
 

続
い
て
上
告
審
で
も
維
持
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
判
決
は
当
然
と
考
え
る
。
 
 
 

二
 
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
期
末
棚
卸
資
産
の
評
価
 
 

①
 
Ⅹ
は
自
己
の
選
定
し
た
評
価
方
法
に
よ
る
と
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
の
期
末
棚
卸
資
産
の
評
価
額
が
販
売
価
額
を
上
回
る
た
め
、
税
務
 
 

署
長
の
承
認
を
受
け
な
い
ま
ま
期
末
直
前
の
二
か
月
間
の
総
製
造
費
用
を
そ
の
期
間
の
絵
製
造
数
量
で
険
し
た
価
額
を
基
準
と
し
て
、
 
 

期
末
棚
卸
資
産
を
評
価
し
た
ご
」
れ
に
つ
き
、
Ⅹ
は
「
選
定
し
た
評
価
の
方
法
に
よ
り
評
価
し
な
か
っ
た
場
合
」
に
当
た
る
か
ら
、
法
 
 

定
評
価
方
法
に
よ
り
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
っ
一
審
判
決
で
は
、
Ⅹ
ほ
意
識
し
て
そ
の
よ
う
な
方
法
を
採
っ
た
も
の
で
 
 

あ
り
計
算
の
対
象
期
間
を
誤
っ
た
と
い
ヶ
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
Y
の
行
っ
た
処
分
を
違
法
と
し
た
。
 
 

②
一
審
判
決
で
は
令
三
一
条
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
解
し
、
期
間
利
益
の
算
定
に
最
も
重
視
さ
れ
る
べ
▲
き
評
価
の
継
続
性
を
等
閑
視
し
、
 
 

法
は
何
等
の
手
続
な
し
に
選
定
し
た
評
価
方
法
以
外
の
方
法
を
採
告
」
と
に
よ
れ
、
法
定
評
価
方
法
で
あ
る
最
終
仕
入
原
価
法
に
よ
る
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三
〇
四
 
 

こ
と
を
許
容
し
て
い
る
と
極
め
て
狭
く
解
し
て
い
た
が
、
控
訴
審
で
は
全
く
逆
に
法
定
評
価
方
法
で
あ
る
最
終
仕
入
原
価
法
に
よ
る
こ
 
 

と
は
、
他
に
評
価
す
る
方
法
が
な
い
た
め
、
例
外
的
に
法
の
重
視
す
る
継
続
性
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
き
に
限
ら
 
 

れ
る
と
し
、
「
選
定
し
た
評
価
の
方
法
に
よ
り
評
価
し
な
か
っ
た
場
合
」
の
中
に
、
法
人
の
現
実
に
採
っ
た
評
価
方
法
と
そ
の
法
人
が
 
 

選
定
し
た
評
価
方
法
と
が
異
な
る
す
べ
て
の
場
合
が
含
ま
れ
る
と
解
す
る
の
は
、
継
続
性
の
原
則
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
人
 
 

の
利
益
操
作
を
許
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
採
用
で
き
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
 
 

③
 
Ⅹ
の
採
っ
た
評
価
の
方
法
も
、
期
末
こ
か
月
間
に
限
定
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
考
え
方
は
緻
平
均
法
と
基
本
的
な
考
え
方
は
 
 

同
一
性
を
有
す
る
も
の
と
認
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
Ⅹ
の
採
用
し
た
評
価
方
法
は
、
総
平
均
法
の
う
ち
で
、
計
算
の
基
礎
と
し
た
対
 
 

象
期
間
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
だ
「
選
定
し
た
評
価
の
方
法
に
よ
り
評
価
し
な
か
っ
た
場
合
」
に
は
当
た
ら
な
い
も
の
で
 
 

あ
る
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

従
っ
て
、
予
め
Ⅹ
が
有
し
て
い
た
適
期
の
総
平
均
法
に
よ
り
計
算
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
Y
が
行
っ
た
期
末
の
棚
卸
資
産
の
過
小
評
 
 

価
額
に
係
る
更
正
処
分
に
違
法
は
な
い
と
判
示
し
た
。
 
 
 

こ
の
判
断
に
対
し
て
は
全
面
的
に
賛
成
を
表
明
し
た
い
。
事
実
、
Ⅹ
の
採
っ
た
よ
う
な
正
当
な
手
続
無
し
に
盗
意
的
に
評
価
方
法
を
 
 

選
定
し
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
決
算
操
作
は
思
う
ま
ま
で
あ
り
、
株
主
を
は
じ
め
利
害
関
係
者
は
企
業
の
公
表
す
る
財
務
諸
表
に
信
頼
を
 
 

措
く
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
こ
と
は
、
税
務
当
局
に
お
い
て
も
全
く
同
様
で
あ
る
。
課
税
の
公
平
が
納
税
者
の
盗
意
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
事
態
は
是
非
と
も
 
 

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
 
 
 

こ
の
判
決
に
よ
り
、
税
務
の
執
行
上
の
従
来
の
処
理
が
是
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
税
法
の
尊
厳
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
 
 
 



い
え
る
。
 
 
 

そ
れ
に
し
て
も
、
旧
法
施
行
放
則
の
条
文
を
改
正
す
る
必
然
性
は
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
経
緯
を
知
り
た
い
と
思
う
。
 
 

ま
た
、
何
人
に
も
理
解
が
容
易
な
条
文
で
あ
る
ヱ
と
が
望
ま
t
い
こ
上
は
勿
論
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
現
行
法
の
規
定
は
Ⅹ
の
 
 

主
張
す
る
よ
う
な
解
釈
を
許
す
透
き
間
が
あ
る
と
い
え
ま
ぅ
。
 
 
 

三
 
香
港
旅
行
費
用
の
一
部
負
担
に
・
つ
い
て
 
 

①
 
判
決
は
一
審
と
同
様
に
非
課
税
が
相
当
と
七
、
Y
が
給
与
と
し
た
処
分
を
違
法
と
断
定
し
た
。
 
 
 

そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
ほ
、
レ
ク
行
事
と
し
て
の
旅
行
に
お
い
て
は
、
「
本
件
旅
行
の
企
画
立
案
・
主
催
者
、
旅
行
の
目
的
・
規
 
 

模
・
行
程
・
従
業
員
の
参
加
割
合
、
Ⅹ
及
び
従
業
員
の
負
担
額
、
両
者
の
負
担
割
合
等
を
総
合
的
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
参
加
従
 
 

業
員
の
受
け
る
経
済
的
利
益
、
す
な
わ
ち
本
件
旅
行
に
お
け
る
Ⅹ
の
負
担
額
が
重
視
さ
れ
る
べ
せ
で
あ
る
」
と
断
じ
て
い
る
。
 
 

②
 
さ
ら
に
、
本
件
旅
行
が
社
会
通
念
上
一
顧
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
レ
ク
行
事
に
当
た
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
旅
行
は
 
 

Ⅹ
が
企
画
立
案
・
主
催
し
た
も
の
で
、
全
社
員
を
対
象
と
し
て
参
加
者
を
募
集
し
た
こ
と
を
も
っ
て
レ
ク
行
事
と
み
て
い
る
。
そ
し
 
 

て
、
旅
行
に
は
約
四
五
〇
名
の
う
ち
一
七
一
名
（
三
八
％
）
が
参
加
し
て
お
り
行
事
の
目
的
達
成
に
支
障
の
な
い
程
度
の
参
加
者
数
で
 
 

あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
 
 

③
 
Ⅹ
の
こ
の
旅
行
の
た
め
の
費
用
負
担
額
、
つ
ま
り
参
加
従
業
員
が
受
け
る
経
済
的
利
益
は
二
万
九
五
七
八
円
で
あ
り
、
少
額
と
い
 
 

っ
て
差
支
え
な
く
、
二
し
の
こ
と
は
通
達
適
用
上
の
判
断
に
当
た
っ
て
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
Ⅹ
の
費
用
負
担
割
合
が
三
五
％
 
 

と
な
る
が
、
低
率
に
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
総
合
し
て
、
海
外
旅
行
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
特
別
視
す
る
必
要
は
な
ぐ
、
こ
れ
は
レ
ク
行
事
と
し
て
社
会
通
念
上
一
般
的
 
 

三
〇
五
 
 
 



三
〇
六
 
 
 

に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
行
事
と
認
定
し
、
－
非
課
税
放
い
と
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
を
下
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
．
れ
に
つ
い
て
は
、
一
、
土
審
と
も
同
じ
よ
う
に
↓
社
会
通
念
上
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
」
旅
行
と
見
て
お
 
 

り
、
国
内
旅
行
と
区
別
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
ぅ
で
あ
る
。
⊥
一
審
で
新
た
に
判
示
さ
れ
た
点
は
、
こ
の
旅
行
は
「
Ⅹ
が
企
画
立
 
 

案
・
主
催
し
た
も
の
セ
、
．
全
従
業
員
を
対
象
に
し
て
参
加
者
を
募
集
し
た
」
と
し
、
こ
の
こ
と
は
社
の
レ
ク
行
事
と
し
て
の
目
的
に
叶
 
 

う
も
の
で
あ
る
と
心
て
い
る
。
 
 
 

参
加
従
業
員
が
受
け
る
経
済
的
利
益
の
二
万
九
五
七
八
円
が
少
額
か
香
か
は
判
断
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
Ⅹ
が
企
画
立
 
 

案
・
主
催
し
た
レ
ク
行
事
で
あ
れ
ば
参
加
割
合
が
過
半
数
で
な
く
、
費
用
負
埴
が
五
〇
％
を
超
え
て
い
な
く
と
も
社
の
行
事
と
し
て
ほ
 
 

充
分
で
あ
る
と
の
裁
判
所
の
判
断
で
あ
れ
ば
」
そ
れ
も
」
の
見
識
で
あ
り
、
そ
の
判
断
を
覆
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。
 
 
 

そ
七
で
、
判
決
が
確
定
し
た
こ
上
を
磯
忙
、
従
前
匿
発
達
し
た
通
達
人
直
法
六
の
〓
二
）
の
一
部
を
修
正
し
た
と
こ
ろ
で
新
通
達
を
 
 

発
達
し
直
し
た
（
昭
和
六
三
年
五
月
二
五
日
付
、
〉
直
法
六
1
九
）
。
そ
の
主
要
な
点
は
、
「
旅
行
の
企
画
立
案
、
主
催
者
、
旅
行
の
目
的
 
 

・
規
模
・
行
程
・
従
業
員
等
の
参
加
割
合
一
使
用
者
及
び
参
加
従
業
員
等
の
負
埴
額
及
び
負
担
割
合
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
実
態
 
 

匹
即
t
た
処
理
を
行
う
」
こ
と
と
し
、
七
の
判
決
に
沿
っ
た
改
正
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
前
記
通
達
の
じ
か
ら
囲
ま
で
の
要
件
は
従
来
 
 

ど
お
 

業
務
上
の
海
外
旅
行
の
み
が
基
本
通
達
で
定
ゆ
ろ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
何
等
の
取
扱
い
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
中
 
 

で
急
速
に
月
日
同
が
進
み
、
容
易
に
海
外
旅
行
が
可
能
と
克
っ
た
々
月
で
ほ
、
結
論
ほ
と
も
か
く
、
何
れ
過
ち
寵
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
 
 

問
題
が
應
件
凝
府
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
 
 
 



〔
追
 
記
〕
 
 
 

本
件
評
釈
で
力
点
を
お
い
た
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
に
関
す
る
「
税
理
」
に
掲
載
さ
れ
た
拙
文
が
Y
の
控
訴
審
の
準
備
書
面
に
お
い
 
 

て
数
か
所
引
用
さ
れ
た
結
果
控
訴
審
判
決
文
の
中
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
亭
に
主
張
ど
お
り
と
な
っ
た
こ
と
は
評
釈
者
と
し
て
は
無
 
 

上
の
喜
び
で
あ
る
。
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